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1. まえがき 

近年，MNO (Mobile Network Operator)から通信資

源を借り受けてサービスを提供するMVNO (Mobile 

Virtual Network Operator)が注目を集めている．国内

の移動通信では競争が停滞し，独占状態にあるMNOに

よって均質なサービスが提供されている．MVNOが新

たな選択肢となることで，競争を活発化させることが期

待されている一方，MNOからユーザを奪いMNOの収

入を減少させることが懸念されている．本稿では，

MNO，MVNOが提供する通信サービスに対し，離散選

択モデルを用い，MVNOが存在する中でMNOの収入を

最大化させる料金を明らかにする． 

2. 離散選択モデル 

本稿では，MNO，MVNOが最低品質保証の月額定額

制通信サービスを提供すると仮定し，離散選択モデルを

用いて，ユーザの行動をモデル化する．ユーザは提示さ

れた料金，通信速度に基づき“MNOを選択する”また

は“MVNOを選択する”の二項選択を行う．MNOを選

択する選択肢を1，MVNOを選択する選択肢を2とする．

支払意思額関数を )(sW ，MNOの月額料金を 1c ，

MVNOの月額料金を 2c ，MNOの通信速度を 1s ，MVNO

の通信速度を 2s とすると，MNOユーザの利得 1U ，

MVNOユーザの利得 2U は，式(1)，(2)のように表せる

[1]． 
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ここで，支払意思額とは，ユーザがあるサービスに対

し支払ってもよいと考える金額であり，通信速度の増加

とともに緩やかに増加し，一定の値に収束することが知

られている[2]．ここでは，次式で定義する． 
3.0*1500)( ssW                             (3) 

また，通信速度の速さを重視するユーザがMNOを選

択し，料金の安さを重視するユーザがMVNOを選択す

ると考えられるため， 6.0 とし支払意思額，料金に

重み付けを行う．このとき，ユーザがMNOを選択する

確率を 1P，MVNOを選択する確率を 2P とする．各確率

は式(4)，(5)のように表せる[1]． 
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3. MNOとMVNOの関係 

MVNOはMNOに接続料を支払い，MNOの通信帯域

を借りてサービスを提供する．すなわち，MNOと

MVNOは，MNOの通信帯域を共有している．そこで，

総通信帯域をS，人口をNとすると，次式が成立する． 

2211 **** PNsPNsS                     (6) 

また，MNOの収入を 1R ，MVNOの収入を 2R とす

ると，それぞれ式(7)，(8)のように表せる．ここで，b は

MVNOの収入に対するMNOへの接続料の割合であり，

4.0b とする． 
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4. MNOの最適料金と最適資源割合 

本稿では，人口を100人，総通信帯域を2Gbps，MVNO

の保証速度を2Mbps，料金を1,000円とする．図1に，

MNOの料金とMNOの収入の関係を示す．図1より，

MNOの料金が4,700円付近でMNOの収入が最大にな

ることが分かる．このとき，ユーザがMNOを選択する

確率は0.91，MNOが使用する資源の割合は0.99である． 

 
図1 MNO料金とMNO収入 

5. むすび 

本稿では，離散選択モデルを用いてMNOの収入を導

出し，収入を最大化する最適なMNOの料金を示した．

その結果， MVNOの保証帯域が2Mbps，月額料金が

1,000円のとき，MNOの月額料金が4,700円付近で収入

が最大化することが分かった．今後の課題として，支払

意思額について調査を行い，より現実的なモデルでの検

討を行う必要があろう． 
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